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	LIMドメインのみ4(LMO4) Homo sapiens この遺伝子は、2つのLIMドメインを含むがDNA結合ホメオドメインを欠く、システインに富むタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、転写調節因子またはがん遺伝子として働く可能性があります。[RefSeq提供、2008年8月],機能：転写因子と推定される。,類似性：2つのLIM亜鉛結合ドメインを含む。,サブユニット：LDBSと強く相互作用する。DEAF1、CLIM1、CLIM2と相互作用する。,
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	LMO4抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LMO4 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	LMO4 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

